
 
 
 
 

 

『リスペクトの秋』 
 

校長 高瀬 城作 

  

さすがに 11 月の声を聞くと朝晩めっきり冷え込むようになりました。『天高く馬肥える秋』といいます

が、実りをむかえた旬の食べ物に日々食欲を刺激され、毎日の食事がいっそう楽しみになります。 

さて、秋は、今は盛りの『食欲の秋』だけではなく、『芸術の秋』とも称されますが、恒例の小野市学童

展が 28 日・29 日の 2 日間にわたって開催され、市内すべての幼・小・中・特別支援学校から数多くの出

展がありました。河合小中学校の児童生徒の力作ももちろん展示されており、今回も、多くの方に足を運

んでいただきました。ありがとうございました。また同時に、小学校舎では 28 日（土）に音楽祭が催さ

れ、天使の歌声・演奏を披露してくれました。ちなみに、中学校舎での「かわい音楽祭」は 12 月 8 日（金）

の開催となります。極上の音楽をお届けするべく、全員本気で取り組んでおります。 

加えて、学校において秋は研究会・発表会のシーズンでもあります。本校でも、今週末 11月 2日（木）

は、いよいよ「かわい人権フェスタ」の開催となります。今回も、人権弁論とともに各学年からの学習内

容の発表を実施いたします。本校の児童生徒が、自らの信じるところや自らの学びの成果を発信する機会

となります。ご多用のこととは存じますが、ぜひ足をお運びいただき、子ども達の誇り高く発表する姿を

ご覧ください。 

相手の言葉に耳を傾け、相手の有り様をリスペクトすることから、相互理解が始まります。「美しい音

楽」「力のこもった作品」同様、今回は「精一杯をこめた発表」をお届けし、『リスペクトの秋』にしたい

と思っております。悲しい報道を次々と耳にする昨今の世界情勢であるからこそ、このような個々人レベ

ルでの相互理解が大切なのだと信じています。 

 

～文化づくり～ 

10 月 2 日月曜日に小中特交流の日「たてわりふれあい講座」が無事に行われ、教師も含めた交流の機

会となりました。今年度は、8 年生が縦割り班ごとに講座の内容の原案を企画し、9 年生と協議した上で、

担当教師の助言を得ながら講座の準備をしてきました。当日は、各班で小中特学年に関係なく、和気あい

あいとコミュニケーションを取りながら、楽しく活動を行うことができました。体育祭でスタートした「河

合っ子３４６人のきずな」がより深まるものとなりました。 

 

また、音楽祭に向けて各クラスから歌声が聞こえる時期になりました。今年度は、報道部長の「合唱を

通しての団結」という思いから、6～9 年生全児童生徒での全員合唱を行います。初めての取り組みで、多

少うまくいかないところもあるかとは思いますが、6～9 年生のつながりを大切に全員で創りあげる合唱

にしてほしいと思います。 



～人権～ 

１０月３０日（月）に本校のスクールカウンセラーの海津先生によるストレスマネジメント講座が実施

されました。６，７年生、８，９年生に分かれて「ストレスについて」、「感情のコントロール方法」など

をテーマにそれぞれの発達年齢に応じた内容でお話を聞きました。本校では毎年、この講座を実施してい

ます。子どもたちの中には日々の生活の中で辛さを感じ、それは自分だけかもしれないと悩んでいる人が

いるかもしれません。この講座を受けることで、心の不調は誰にでも起こりうること、そしてそれに対す

る対処法や相談の窓口があることなどを学んで欲しいと思っています。 
普段はあまり出会う機会のない海津先生の人柄を感じたことで、気軽にカウンセリングを希望する子ど

もたちが増えることを願っています。今回の講座の感想を子どもたちから聞いていただき、保護者の方に

もぜひカウンセリングを活用していただければと思います。 
 
スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの１１月の勤務日は以下の通りです。 

  海津 SC 勤務日    １１月  ６日、 １３日、 ２０日、 ２７日 

高齊 SSW 勤務日  １１月  ２日、  ９日、 １６日、 ３０日

よろしくお願いいたします。 

 

  

 

 

 

 

 

 


